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１．研究計画の概要 
カオス的遍歴が出現する機構に関して可能
なシナリオを研究する。典型的なカオス的遍
歴現象を生成する具体的なモデルとして、結
合写像、結合微分方程式などを扱う。カオス
的遍歴の生成機構を数学的に分類する。可能
なら、カオス的遍歴の雛形モデルを構築する。 
 
２．研究の進捗状況 
現在までに、カオス的遍歴の可能な機構とし
て少なくとも４つのシナリオを提案してい
る。（１）ミルナーアトラクターの出現によ
るもの（２）On-off 間欠性などの不変多様体
上に出口集合、入り口集合ができるもの（３）
法双曲不変多様体によるもの（４）多重安定
でフラクタルベイシンをもつもの。それぞれ
についての概略を以下に示す。 
（１）ミルナーアトラクターは従来の幾何的
アトラクーのように軌道の補足領域の時間
発展に対する共通集合としての幾何的性質
だけでなく、軌道の測度をも考慮したアトラ
クターの概念で、1985 年に John Milnor が提
案したものである。金子邦彦によってこの概
念がカオス的遍歴を説明するとして提案さ
れた。本研究では、金子の提案を受けて、Ｇ
ＣＭ、ＣＭＬや微分方程式の拡散結合系など
に現れる遍歴現象とミルナーアトラクター
の関係を調べた。ミルナーアトラクターはそ
の近傍で一次の項が存在しない中立安定を
示す。その意味で、多重安定系におけるミル
ナーアトラクターはアトラクターベイシン
の境界上に位置することになる。上の系では、
少なくともそれに近い状況の出現は確かめ
られたが、それとは異なる状況も存在するよ
うに思われる。 
（２）ＧＣＭでのカオス的遍歴は｛ミルナー
アトラクター、リドルドベイシン、カオス的
不変集合｝の三つ組の存在によって説明でき
る。この場合はまた on-off 間欠性と区別不
可能である。 
（３）これは化学反応のモデルなどにしばし
ばあらわれる数学的状況である。法双曲型不

変多様体はサドルの高次元への拡張である。 
（４）これは Grebogi たちが研究した強制振
り子系にしばしばみられる状況である。ベイ
シン境界事態がフラクタルになることによ
って、外部からの任意に弱い外乱によって軌
道は多重安定のどのアトラクターのベイシ
ンにも入り得て、カオス的な彷徨を行う。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）特別計画以上に進んでいるわけでは
なく、当初予定した地点に到達している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今までと同様に、分担者の小室とともに、カ
オス的遍歴を生み出す具体的な力学系の研
究を通じて、その発生機構をさらに詳細に調
べ、数値シミュレーションを駆使しながら、
数学的に分類していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
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